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第
十m

盤

(
1

七
0
四)

雜

錄

妒

太

利

_卜
け
る
社
曾
虫
成
學
說
の
發
達
■ 

第
十
二
號1

芄
〇

ビ
の
關
係
をM

a
r
x

主
義
と
は
反
對
に
骰
い
て
ゐ
る
。
 

M
a
n
e

主
義
に
於
い
で
は
，
政
治
的
^
勝
刹
を
得
た
社 

'會
黨
が
典
得
た
權
カ
を
以
て
經
濟
的
關
係
を
修
芷
す
る 

ビ
云
ふ
の
.で
あ
&

o要
す
る
に
此
派
は
非
議
會
政
策
、

:

總
同
盟
罷
エ
を
主
张
す
る
極
左
黨
で
あ
る
。
;-
':
.

:
"

今
H

R於
て
、
.■伊
太
■
社
會
主
義
に
於
け
る
一一

大
系 

統
即 Reformismus 
ビ
：SindacaHsmus 

VJ 
は
不
俱
戴

天
の
敵
^
し
て
相
對
立
し
て
ぬ
る
。
乍
«
^
太
刺
社
穹 

:

主
義
者
&
多
數
は
、/其
雨
派
の
中
間
1:
在
る
社
會
民
主 

:

虫
義
の
IE
統
派
に
燭
し
ャ
ゐ
る
。
li
t；
派
は
、
»
會
«
申 

に
ah
#
主
義
の
一
切
の
要
素
を
包
容
す
る
こ
ビ
を
主
®
.
 

す
る
よ
り
、Inte^ralismus

ビ
稱
せ
ら
る
、
5t
代
表
的 

首
取
は
«
1
1
ユ
8

1̂
€
3
:
ユ
で
あ
る
0
 

:

以
上
を
以
て
大
體
本
稿
を
終
ら
ぅ
^
思
ふ
の
で
あ
る 

-

が
、
未
だ
右
のIntegralist

其
他
に
就
て
述
ぶ
可
き
事 

が
殘
さ
：れ
て
ゐ
る
、
併
し
興
は
他
日
稿
を
新
に
し
得
る 

の
機
會
に
讓
タ
度
ぃ
ミ
忍
ふ
の
で
ぁ
る
。(

完)

，新

判

紹

會

)f\/\/y\/yL/ykriryyKC/?yt?sysc/\/yc/yM\/?si}tĴ

,，
.

中

川正迕蕃吹訂堺補版

巖
松
堂
發
行

 

菊版ニ七

o

M- 

、

忠
似
金
贰M

五
十
錢 

本
誌
本
年
一
月
號
に
批
評
紹
介
し
た
中
川
法
學
士
の 

「

鐵
道
論」

は
大
正
八
年
十
月
初
め

て
鐵
道
講
習
會
か
ら 

發
行
せ
ら
れ
て
ょ
り
大
疋
九
年
四
月
に
至
る
ま
で
に
賊 

に
四
版
を
重
ね
て
居
つ
た
が
、
八 

1囘
舊
版
に
改
訂
を
加 

:

'

ふ
る 

<同
時
^
增
補
を
行
つ
て
巖
松
觉
か
‘ら
出
版
せ
ら 

れ
る
こS

V
J

な
つ
た
。

.
新
版
は
舊
版
に
比
し
て
頁
數
に
於
て
却
て
九
頁
の
減 

•

少
を
來
し
た
が
、

J

行
の
字
數
が
諸
つ
て
居
る
か
ら
之 

を
普
通
の
字
詰
に
引
直
す
ど
き
は
三
西
二
十

 

一H

に
相 

當
■

す
る
、
即
ち
诳
に
五
十
五
頁
の
增
加
に
相
當
す
る
タ 

而
し
て
此
の
增
加
は
主

S

し
て「

鐵
道
國
有」

及

び

「

我 

國
痕
鐵
道
の
現
況
及
び
特
色」

な
る
一
一
つ
の
章
が
新
に

加
へ
ら
れ
た
爲
め
^
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

:
新
に
；'加
へ
ら
れ
た
る「

鐵
遒
國
有
し
の
章
：は
、
本
邦
に 

於
け
石
鐵
道
國
有
の
撖
求
を
記
し
た
も
の
で
、
.即
ち
第 

.

.

1.

節
に
於
て
'は
旣
に
明
治
五
年
のH

部
®
の
鐡
道
會
社
.
 

取
扱
0
儀
に
付
伺
足
中
に
.明
か
.に
示
3
れ
て
あ
る
戥
1

'
 

闕
有
の
.趣
旨
が
、
結
周
明
治
三
十
八
年
西
圓
寺
內
開
の| 

提
出
に
.係
る
鐵
遒
國
有
法
案
の
®!
過
に
ょ
つ
て
®
現
せ 

ら
る
\
に
至
る
迄
の
迂
餘
曲
_
を
叙
し
、
第
二
節
に
於 

て
鐵
遒
國
有
法
の
內
容
を
槪
說
し
、
维
三
節
^
於
て
.國

|

,,有
後
.の
'實
蹟
を
ば
主
ビ
し
て
數
字
を
用
ひ
て
示
し
て
居\

'る
：。；
而
し
て「

我
國
有
鐵
道
0
現
況
及
特
色」

の
章
に
於
：
|
 

ぃ
て
は
是
れ
亦
數
字
を
用
：0
て
現
況
が
說
明
せ
6
れ
本
邦
メ 

.鐵
道
の
特
色
五
つ
が
擧
げ
ら
れ
て
届
る
。
猶
ほ
最
後
の( 

「

章「

鐵
道
勞
働」

中
の
第
ニ
節
現
業
員
恃
遇
中
^
.

「

現

業I. 

婆
員
#」

の
一
款
を
加
へ
て
そ
の
組
織
を
述
ベ
て
:̂\

ぐ
改
訂
の
個
所
に
就
て
は
：、
：大
體
は
於
て
、：統
計
を
新
. 

に
し
、
法
規
や
經
營
法
や
組
織
な
ざ
の
變
觅
に
伴
つ
て 

事
實
の
叙
述
を
之
{:

合
致
甘
し
め
^

-
い
ふ
に
過
ぎ
^
 

•し

て

、

全

體

の

結

構

や

意

見

に

，は

殆

ん

r

變
K

を

來

し

辕
十5S
卷

P

七
〇
五

)

:|
:
新
刊
紹
介

て
居
ら
な
い
。

新
版
ど
舊
版

，t
の
比
較
は
大
體
右
の
如
く
で
ぁ
つ 

て
、
槪
し
て
云
へ
ば
、
新
版
は
舊
版
と
そ
の
性
質
に
就 

て
異
な
る
所
は
な
い
、
從
つ
て
先
き
R
私
が
舊
版
に
對 

.
し

て

加

へ

た

批

評

ば

今

猶

ほ

そ

の

鐵

化

新

版

に

向

づ

て

加
へ
得
ら
れ
る
。
琵
本
邦
證
の
實
際
的
說
明
に
詳

し
C
し
て
理
論
が
比
較
的
少
い
ミ
い
ふ
感
じ
は
、
新
な 

る
ニ
章一

款
の
掃
A
に
ょ
つ
て
益
々
深
く
な
つ
た
。
私 

は
著
者
が
常
に
改
訂
を
加
へ
て
最
近
の
狀
態
に
於
け
る 

本
齊
鐡
道
の
實
相
‘.を
傳
へ
む
と
す
る
の
勞
を
多
ど
甘
ざ 

る
を
得
な
い
.、
が
を
れ
ビ
同
時
に
本
#
を
し
て
今
少
し 

く
理
論
に
强
か
ら
し
め
.ら
れ
む
乙
€
を
蜀
窺
す
る
も
® 

で
ぁ
る
"(

增
井
幸
雄)

'

I

I
蕃

勞

働

保

，險

研

究

四六
！
： 

二
九
ニ
萸 

上
製
威
圆
.四
拾
錢 

有

^

開
.
發

fr 

本
書
は
東
京
帝
國
大
學
に
於
い
て
保
險
學
の
_

1を 

擔
當
す
る
博
士
が
大
疋
六
年
t

大
疋
九
年
に
f

四

笫
十
H

M

5
1



醒 .

'
'第

十

羞
2

七
〇

六>

1
新
刊
紹
介

て
ケ
年
に
ー
旦
っ
て
發
表
せ
ら
れ
た
勞
働
保
險
R
關
す
る
論 

.文
を
集
®
し
た
も
の
で
ぁ
る
。
本
#
の
內
容
は
發
表
の 

If
序
に
從
つ
て
收
錄
せ
ら
れ
た
る
左
の
六
篇
か
ら
®
つ 

て
居
る
。
さ
ぅ
しV

こ

れ

等

の

諸

論

文

は

孰

れ

も

皆

.， 

發

表

の??
-
時

既

に

識

者

の

間

に

多

大

の

反

響

を

與

ベ

た
 

維
篇
で
ぁ
る
。：

1

、
勞
働
敎
養
老
保
險
、

ニ
、
勞
働
做
險
の
必
要
及
び
可
能
、

,

.
三
、
勢
働
^

^
病
保
險
ご
：.彳

.

四
，
勞
働
衮
業
務
災
害
保
險
、
へ 

五
：、
勞
慟
者
失
業
保
險>

:

六
',
'
懑
政
會
提
出
の
疾
病
保
險
法
案
の
批
評
、

拇
士
の
勞
働
保
臉
R
對
す
る
態
度
は
第
一
一
の
論
文 

「

勞
働
保
險
の
必
‘駆
及
び
可
能」

並
び
に
餡
六
の
論
文 

「

憲
政
.
提
出
の
疾
病
傲
臉
法
案
の
批
,」

R

t
い
て
能 

「

く
窺
ふ,j

ご
が
出
來
る
。
思
ふ
^
我
が
國
の
工
場
法
に 

.規

定

.し

て

ゐ

.
る

職

工

の

；
業

務

上

の

災

#
に

關

す

る

事

業 

主

の

扶

助

の

條

項

が

殆

.ん
ど

，見

る

影

も

な

い

K
弱
な
も 

の
で
f

、
:乙
れ
を
改
善
す
る
上
ボ
も
^
た
事
業
主
の
：
 

負
_
を

輕

減

す

る

上

.に

も

保

險

制

度

を

以

て

勝

れ

た

も

n,
T
1

3i

.

の
で
あ
る
ビ
斷
定
し
、
I I

結
權
の
*
認
せ
ら
れ
な
い
我 

か

勞

働

考

の

生

活

不

安

を

叙

し

て

保

.險

の

必

M
を

力

説 

し
-
ま
た
統
計
の
不
備
を
遁
辭
ビ
す
る
非
雛
を
排
斥
し 

.
て
保
險
貴
行
の
可
能
を
ま
張
す
る
短
か
い
諭
文
は
诚
±
 

，
の
所
論
の
基
調
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

M

ら
k

靡
政
會
の
疾
病
保
險
法
案
^
對
す
る
批
評
は 

見
方
に
よ
つ
て
は
そ
の
他
の
諸
篇
の
要
約
で
あ
る
ど
い 

ふ
こ

S

が
.

出
來
るC

加
之
な
ら
す
、
勞
働
保
險
に
對
す 

る
博
士

®

具
體
的
意
見
は
、
孰

e
s

論
文
に
於
け
る
よ 

ら
も
最
も
多
ぐ
こ
の
逐
條
批
評
の
間
に
見
出
す
こ
ど
が 

出
來
る
。
從
つ
て
我
が
國
に
於
い
て
は
如
何
な
る
勞
働 

保
臉
制
度
を
實
行
すV

き
で
あ
る
か
、
ど
い
ふ
！i

:

m

に 

巍
す
る
解
答
を
得
む
ヒ
欲
す
る
も
の
は
、
こ
の

I

H 5

に
®

 

る
の
が
最
も
捷
徑
で
あ
ら
ぅ
。

.
「

勞働涔
疾病他
險

」

0

篇は主
ビして

&

ti
l

主義
に
 

.
基
く
保
.險
制
度
ミ
强
制
主
義
に
甚
く
保
險
制
度
そ
の
も 

.
の
に
就
V

て
比
較
研
究
を
な
し
、
自ri
l

主
義
R

基
く
も 

の
不
振
原
因
を
擧
げ
、
ま
た
そ
の
補
助
に
よ
る
も

f

兮 

0

效
果
を
奏
せ
ざ
る
所
以

5:

述
々
、
强
制
主
_
の
採
る 

V

S

を
主
張
せ
る
論
文
で
あ
る
。
次
ぎ
の

「

勞
働
来
業

三
 

-
-
-
-
- 

- 

■_
'
.
.
.
I_

_
I_

_

‘ 

i 

J
v 

2
を
珪
级
ゼ
る
謊
交
で
あ
る
。
欠
ぎ

?)「

咨

動

泠

乾

r

i

f
 

(

I

I

l

l

f

t

け

れ

f

:

■
勞
い
。在來行は

.
m

l

でぁつ

(4 

 ̂

.
1

,̂户
 

k
 

• 
_

_
_

_
_ 

» 

t

,

働
者
失
業
I

」

晶

に
本
I

收
め
ら
れ
^

;

L

 

の
H

R

於
い
て
最
も
長
德
で
ぁ
る
ど
爾
時
，

；

を
の
質

に
於
い
て
は
近
代
的
產
業
組
織
の
：特
徵
む

し

て

著
^

^

 

增
大
し
た
る
業
務
上
勞
: «

者
0
蒙
る
災

害

ょ

り
.說

き

P

 

L

そ
れ
に
辭
す
る
事
業
主
の
賠
償
實
任
、
：
並
び
に
各
，
 

..國
に
實
行
せ&

れ

た

各
®

の

保
險
組:

織
の
細
論
にS
 

狩
者
に
ぁ
り
て
は
失
業
の
木
質
ょ
6
救
濟
方
法
S

 

し
て
の
保
險
制
度
に
就
ぃ
て
各
W

の
組
織
を多
ぐ

の

統
 

計
を
擧
げ
てI

て
し
I
。
：

;.J

-

こ

れ

，
を

耍

す

る

汶

博

士

の

論

旨

は

飽

く

ま

で

温

健

著
 

實
を
以
て
始
終
しV

J

ゐ
る
。

一

二
の
些
細

S

處
紀
不 

.滿
を
感

|

ぃ
で

I

ぃ
が
、
大

體

f

 

I
張
す
る

一
 

ど
こ
ろ
は
首
肯
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
我

が

國

に

於

いI 

て
も
愈
々
勞
働
保
險
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
.新
聞
紙
の 

報
導
す
る
ヒ

t
ろ
に
依
れ
ば
最
近
農
商
務
省
こ 

>
、
い

て 

今

典

の

議

ゃ

：
に

提

出

す

ベ

：
き

勞

働

保

險

法

案

は

脫

稿

後
 

*

_
中
で
あ
る

e
い
ふ
こ
ビ
：で

,2
)
る

0.然
し
な
が
.&

楚 

,が
國

fc
.於
て
は

_勞

働

保

險

れ

：
關

す

る

文

献

，は

憲

に

乏

し
 

第

十

屋

一

七
0
七)

新

刊

紹

介
 

，

, 

(

ニ 

4
J 

M 
本
gu:
 ̂

J
d
. 

Y 

-
 

て

を

れ

も

多

く

は

外

國

の

藉

書

の

翻
！！

の

類

に過
ぎ
な 

し
も
の
許
り
で
あ
る
。
こ
の
時
に
方
つ
て
1
f士
の
多
p

の
眞
擊
な
雷
に
ょ

0

て
こQ

論
文
集
が
公
列
せ
.ら
れ 

た

，こ

ど

は

^

界

の

た

め

に

慶

實

す

べ
き
こ
ご
で
あ

る
0

I 

(

圓

乾

治

)

一:

雜

誌

「

史

學j

創

.刊

慶
應
義
農
大
學
文
學
部
史
學
科

.

の
同
人
讅
氏
今

4

时 

謀
り
て
雜
誌「

史
學J

を
創
列
す
。
近
時
史
亂
の
研

^ !
_

 

く
盛
ん
な
ら
んVJ

す
る
時
に
當
っ
て
、
本
^
の
划
ま
” 

見
る
は
誠
に
其
の
時
機
を
得
た
る

も

の

ビ

云
t

ベ

し
。

其
の
內
容
の
主
な
る
も
の
次
ぎ
の
如
し
。

芽
腦
ニ
大
史
家 

' 

田
ホ

^

•
{ 

P
 

「

宙
辦
亂
及
び
日
本
齊
紀

」

0

新
研
死̂

韻
む
。

.

.橋

本

ski

专 

中
证
紐
じ
於
け
る
英
國
の
王
職
占

部:

白
i太
I 

农
代
日
本
人
の
民
族
的
湖
念 

役

本

^
e
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